





































































A study for curriculum of teacher training focused kindergarten and elementary school
 
A case of’Basic Exercise of kindergarten and elementary school teacher’in Wakayama university,faculty of education


































































































































































































































ALT（Assistant Language Teacher） 栄養
職員
スクール・カウンセラー
※充て職（充当職）
⑶学校予算と諸経費
・「教材費」個人負担 義務教育の無償制（教科書）
・給食費
・修学旅行や遠足等の学校行事に必要な経費
６．若干の考察
⑴児童教育コース設置の趣旨と「児童教育基礎演習」
前述したように、本コースは幼稚園と小学校との連
続性を意識した小学校教員養成である。講義における
参観も教育学部附属小学校、公立幼稚園、公立小学校
と比較対照できるように組み込んである。履修学生の
プレゼンテーションの内容からも、相互に比較しなが
ら、それぞれの特性を理解している様子が看取できる。
とくに教師の仕事・役割という側面では、授業、学級
経営、学級作りなどの教育活動である小学校としての
特徴と園児の世話や生活習慣の定着を主眼に置く幼稚
園としての相違に意識が及んでいる。公立学校・園と
附属学校についても、通学区や建物・施設等の相違な
どに着目できうるようになっている。異なる属性の学
校・園に参観することで、学生自らが意識的に差異を
見つけることができるという点は「児童教育基礎演習」
の特徴のひとつといえる。
⑵カンファレンスとプレゼンテーション
「児童教育基礎演習」では、教育現場の参観の前後
には、必ず４～５名のグループによるカンファレンス
を実施し、グループ内の意見交換・集約を行った上で、
全員の前でプレゼンテーションを実施する。グループ
内と全員での協議ができるので、それぞれの意見や疑
問が深められる効果がある。例年、ほとんどの学生が
こうした方法による学びの深まりを実感していること
を年間の講義終了時の感想において報告している。カ
ンファレンスとプレゼンテーションは「児童教育基礎
演習」の方法上の特徴であり、効果があるといえる。
⑶複数教員による講義担当とその役割
毎回の講義は複数の教員が担当することも「児童教
育基礎演習」の特徴である。上記のように、講義のほ
とんどが学生の活動が主であり、90分の講義時間全て
を教員によるレクチャーで行うということは、年間を
通してもほとんどない。教員はカンファレンス時には
グループをそれぞれ巡視しながら、アドバイスをする。
複数の教員が担当しているので、プレゼンテーション
時には立場や見解の異なるコメントを意識的にするよ
うにしている。学生にとっては、教員からのコメント
は決まった解答がないことを理解したり、比較・批判
的に物事を捉えることに役だっているようである。
おわりに
児童教育コース設置以来、４年目を迎えている。同
コースのカリキュラム上の特徴である「児童教育基礎
演習」については、一定程度の成果を上げているとい
える。今後は参観の方法の改善や教育実践家からの報
告や指導などの追加などを実現し、より質の高い講義
内容にしていきたいと考えている。また、同コース３
年生で必修の「児童教育実践演習」についても検討し
たい。
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